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村　章

大宜味村民憲章
　　　　　　　　　　2018（平成30）年6月1日（大宜味村告示第29号）

　わたしたちの村、大宜味村は、やんばると呼ばれ山・川・海などの豊かな自然に恵まれ、地域資源

と共存し、村是である「人材を以って資源と為す」を精神的支柱として発展してきた誇り高い歴史と

文化があります。

　わたしたちは、先人から受け継がれてきたこの貴重な精神を財産にして、互いに支え合い、ふるさ

とに誇りをもち、平和の村をつくっていく決意を示すものとして、ここに大宜味村民憲章を定めま

す。

　わたしたち大宜味村民は、

　一　先人の教えを尊重し豊かな心を育む村をつくります

　一　豊かな自然に恵まれた歴史文化の薫り高い村をつくります

　一　思いやり支え合う結の心で住みよい村をつくります

　一　身も心も健康で活気みなぎる明るい長寿の村をつくります

※上記の村民憲章の制定により、長年、村民に村是として認識され、親泊朝擢先生（大宜味小学校初

代校長）が学校経営目標として提唱された、「人材を以って資源と為す」という言葉が、「村是」と

して位置づけられた。

大宜味村の「大」の文字を近代感覚により図案化

したもので、村民の融和団結を円で似て表し、さら

に村勢の雄飛発展を左に伸びる翼形で表現、輝く大

宜味村の将来を端的に力強く象徴したものである。

　　　　　　1972（昭和 47）年 1 月 1 日制定



村　歌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　田　嗣永　作詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊志嶺　朝次　作曲

　
１．東支那海　海蒼く

　　　黒汐岸に　寄るところ

　　緑の山に　囲まれて

　　　流れる清水　汲みて飲む

　　ああわが大宜味は　ここにあり

２．鈴なるみかん　黄金色

　　　その名も高き　糸芭蕉

　　機
はた

織る村の　乙女らの

　　　情けは深く　語り草

　　ああわが大宜味は　豊かなり

３．塩屋の橋に　陽は映えて

　　　建設の槌　音高く

　　文化の花の　咲くところ

　　　望みあふれる　理想郷

　　ああわが大宜味の　誇りなり

４．生気みなぎる　その中で

　　　平和な村を　築くよう

　　われら進まん　一筋に

　　　行こうよみんな　まっしぐら

　　ああわが大宜味に　光あり



大宜味音頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　田　嗣永　作詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊志嶺　朝次　作曲

１．ハァー山の緑に　陽は映え渡り 

　　眺め 麗
うるわ

し　塩屋の橋よ

　われらが自慢　見におじゃれ

　　サァサ踊ろよ　大宜味音頭

　手拍子合わせて

　　ソレ　にぎやかに

２．ハァー山のみかんも　黄金に熟
う

れて 

　　小歌まじりに　摘む手も軽
かろ

く

　われらが誇り　みかん村

　　サァサ踊ろよ　大宜味音頭

　手拍子合わせて

　　ソレ　にぎやかに

３．ハァー機
はた

の音
ね

高く　織りだすばしょう布

　 　　むらの乙女の　情けが通う

　 　着せてあげたや　あの人に

　 　　サァサ踊ろよ　大宜味音頭

　 　手拍子合わせて

　 　　ソレ　にぎやかに

４．ハァー老いも若きも　手に手をとって 

　　　大宜味音頭　踊ろじゃないか

　　三味の音高く　にぎやかに

　　　サァサ踊ろよ　大宜味音頭

　　手拍子合わせて

　　　ソレ　にぎやかに



大宜味村の花、大宜味村の木、大宜味村の鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1987（昭和62）年8月1日制定〉

大宜味村の蝶々
　　　　　　　　　　〈2017（平成29）年2月22日制定〉

大宜味村の花　　シークヮーサー

シークヮーサーの花色は純白でやさしい香りがし、純真で、清楚で、大宜味
村のイメージにマッチする。

大宜味村の木　　シークヮーサー

古くから村内の山野に自生した在来種で、個性豊かで、特異性があり、適度
な酸っぱさと味と香りは大宜味村の味として県下で広く親しまれ、村の代表的
な特産物として発展している。

大宜味村の鳥　　メジロ

家庭の庭先まで飛来し、花から花へ飛び交いさえずる風情は、広く村民に親
しまれている。

コノハチョウ

沖縄県指定天然記念物（1969 年）にも指定されており、準絶滅危惧種（環境
省レッドリスト）でもあることから、保全の必要性があり、自然環境保全の観
点から選定に値するものである。また、翅

はね

（裏側）の模様が枯葉に似るため擬

ツマベニチョウ

九州からアジアにかけて多く分布するチョウで、沖縄各地で個体数が多く見

られ、本村においても一年中見ることができる種である。

「幸せを呼ぶチョウ」とも言われており、また、南国の風景に存在するブッ

※表記について
蝶の由来が「てふてふ」→「蝶々」（ちょうちょう）であり、童謡の「ちょうちょう」などで親しみやすい呼び

方でもあること、本件に選定された「蝶」も 2 種を選定することに意味を込めて「蝶々」（ちょうちょう）とする。

態の特徴と、翅を広げた表側は色鮮やかであり、見る者を魅了する。食草として、幼虫期は自然度の
高い、大宜味の森にも自生するオキナワスズムシソウを食草とし、成虫になると村木であるシークヮー
サーの樹液を好むため、村の特性と合致した種である。

ソウゲに飛来する姿が多く見られ、村内においても様々なところで見かけることができることから観
光振興、エコツーリズムの波及に寄与される見た目に美しい蝶である。

大宜味村の鳥　　ホントウアカヒゲ　〈2025（令和7）年2月17日制定〉

本村では昔から馴染みのあるちょうであるが、国指定天然記念物や国内希少
野生動植物に指定されている貴重な鳥。令和 6 年 9 月には日本鳥類学会発行「日
本鳥類目録改訂第 8 版」で固有種と位置づけられた。オスは上面の羽が茶褐色
で胸部が色、メスは上面が淡い赤褐色で胸部は灰色になっているのが特徴。

※メジロも引き続き村の鳥として制定されている。



大宜味村の４つのキーワード

　≪長寿の里≫
美しい青い海と豊かな緑に囲まれた大宜味村は、1993 年に健康な高齢者の割合が日本で最も高い地

域として、大宜味村老人クラブ連合会が「長寿の村日本一」を宣言した。
　この宣言は、村の誇りである長寿をアピールし、村の産業の発展のきっかけにしたいという思いが

込められている。

　≪芭蕉布の里≫
　　　　　　　沖縄の誇る伝統工芸

「喜如嘉の芭蕉布」は沖縄が日本に復帰すると同時（昭和 47 年）に、
県の無形文化財に指定され、その 2 年後には、国指定の重要無形文化
財となり、沖縄を代表する伝統工芸品として認知されるようになった。

技術者の高齢化と後継者不足により、生産量は徐々に減少していく
が、品質と社会的評価はますます高まり、昭和 56 年にはポーラ伝統
文化振興財団から第 1 回伝統文化ポーラ大賞を授与され、記録映画「芭
蕉布を織る女達」が製作された。

昭和 61 年には、村立芭蕉布会館が完成し、生産拠点・後継者育成施
設であると同時に、多くの人が訪れる芭蕉布のＰＲ施設となっている。

糸芭蕉の用途は芭蕉布だけにとどまらない。表皮は芭
蕉紙の原料、ブーケやしおりなど、ペーパークラフトの
素材としてもよく利用されている。また、糸にできない外
皮の繊維は沖縄各地の獅子舞の獅子の毛として使用されて
いる。そのほか、荢

ウー

炊きに使った後の木灰は焼き物の上薬
に使われるなど、その波及効果は多方面に渡っている。

現在、織り手の高齢化や後継者不足など不安材料は多い
が、多くのみなさんのご理解と支援を得ながら大宜味村の
みならず沖縄が世界に誇れる伝統工芸、喜如嘉の芭蕉布を
今後も守り育てていきたい。

「長寿日本一宣言」

　日本一長寿沖縄県、沖縄一長寿大宜味村、我々

大宜味村老人は、自然の恵みにその糧を求める伝統

的食文化の中で、長寿を全うし、人生を謳歌している。

　八十（歳）はサラワラビ（童）、九十（歳）になって迎え

に来たら、百（歳）まで待てと追い返せ。

　我らは老いてますます意気盛んなり、老いては子に甘

えるな。

　長寿を語るなら我が村に来たれ、自然の恵みと長寿

の秘訣を授けよう。

　我が大宜味村老人は、ここに長寿日本一を高々に

宣言する。

平成5年4月23日

大宜味村老人クラブ連合会

日本一長寿宣言之村の碑

芭蕉布反物

糸芭蕉の畑



　≪ぶながやの里≫
　　　　　　　　　　　ぶながやの里宣言

私たちの大宜味村の森や川には、今ではここにしか生息しなくなった「ぶなが
や」が棲んでいる。「ぶながや」は平和と自然を愛し、森や川の恵みを巧みに利用し、
時折私たちにその姿をみせてくれる不思議な生き物である。

第二次世界大戦以前は、沖縄のほとんどの村々で暮らしていた「ぶながや」た
ちは、激しい戦禍と基地被害、戦後復興の近代化に耐えきれず、かつてのふるさ
とを離れ、20 世紀最後の安住の地を求め、豊かな自然と人々の清らかな心に惹
かれ、大宜味村に命を永らえるようになったという希少種族である。

私たち村民はこれまで、戦争につながる一切を認めずにくらして
きた。それが平和な国際社会を築くことに大きく貢献していること
にいささかの誇りを持ち、その気持ちを 21 世紀に向け、内外に発
信したいと考えている。それは「ぶながや」たちが、私たちに語る
こと無く教えてくれてきたことだと気づくようになった。

私たち村民は、村政 90 周年にあたり「ぶながや」たちと生きて
きたことに誇りを持ち、これからもこの大宜味村の豊かな自然の中
で共生し、平和で文化の薫り高い豊かな村づくりに取り組むことを
決意し、ここに「ぶながやの里」を宣言する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998 年 7 月 24 日

　≪シークヮーサーの里≫
　　　　　　　　大宜味村シークヮーサーの里宣言

我が村における「シークヮーサー」は、自然の恵みを大事に守り育
ててきた、先人たちの大きな〈食文化〉〈知恵〉の遺産である。

昔から野山に自生したミカンを食し、生活に取り入れ、シークヮー
サーと命名し、大事に育み、今日見る村の大きな財産へ発展、継承さ
れてきた。

山に里に軒先にと、たわわに実る黄金色したシークヮーサーは、「ク
ガニ」とも呼ばれ、そうした先人たちの心〈想い〉をのせた豊かさへ
のメッセージであり、そして本村のシンボルイメージとなった。

五弁の白い花は目に優しく、香りは心を癒し、ほどよ
い酸味の果汁はまさに天下一品である。近年、健康に美
容にと、大宜味村シークヮーサーへ寄せる県内外からの
期待も大きい。

沖縄一の生産量を誇り、加工施設も完備した今日、名
実ともに本村の基幹産業として、村民が一丸となって取
り組むことを確認し、ここに「大宜味村シークヮーサー
の里」を宣言する。

　　　　　　　　　　　　　平成 17 年 9 月 30 日

ぶながやの里宣言の碑

シークヮーサーの里宣言の碑

シークヮーサーの果実



　　　発 刊 の こ と ば

この度、村政史上 2 冊目となる『大宜味村史　通史編』の発刊を、万感の思い込めて村民にご報告

させていただきます。

昭和５４年に発刊された最初の通史は、先史古代から本土復帰の頃までの本村の歩みを簡潔にまと

めたもので、内外から高い評価をいただきましたが、平成２４年度にスタートした「新大宜味村史編

さん基本計画」では、本土復帰以降の激動期を経て平成、令和の急速に発展する社会における大宜味

村の来し方を記録するという目的に加え、「村民のための村史・村民と共につくる村史」を二つの柱と

して事業を進めるなか、各区にご協力を仰ぎながら、様々な分野の調査を丁寧に行って参りました。

その成果として、平成２５年度の「シマジマビジュアル版」を嚆矢に、戦争証言や移民・出稼ぎ、民俗、

言語など９冊の「大宜味村史」を世に送り出すことができ、このことは、村民皆様のご理解とご協力

がなければ、到底成し得なかったことであり、正に「村民と共に創り上げた村史」だと自負しており

ます。あらためて深謝を申し上げます。

１０冊目となる本書『大宜味村史　通史』は、それらを網羅した締めくくりの最終巻となります。

明治４１年の沖縄県及び島嶼町村制（特別制）施行によって大宜味村が誕生し、平成２０年には村

政施行１００周年という節目を迎えましたが、本村の歴史を語るとき、大宜味間切の前身である田港

間切が創設された 1673 年から 遡
さかのぼ

る３５０年余の悠久の歴史の上に立って俯瞰する必要があります。

本書を繙
ひもと

くとき、元々は国頭間切と羽地間切の一地域に過ぎなかった村々が寄り集まり、時代をか

たち造ってきた先人の足跡や文化によって ” 大宜味人気質 ” が形成され、特色ある歴史が刻まれてきた

ことが理解できるはずです。そして、それらが血となり肉となり、現代の我々をかたち造っているこ

とに思いが至るでしょう。

多くの村民が本書を手に取り、誇れる大宜味村の宝を見つけてほしいと祈念します。

最後の最後となりますが、限られた期間で、分野ごとの資料収集、調査、分析、執筆等など、膨大

な作業に真摯に取り組み、１０編もの発刊を成し遂げられた村史編纂委員及び専門部会委員に敬意を

表すると共に、調整に奮闘した事務局の皆様に心からの労いを贈りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２５年（令和７年）3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　大宜味村長　友　寄　景　善

 　　　　　　　　　　　　　　



　　あ い さ つ

平成２４年度からスタートした新大宜味村史編さん基本計画においては、これまで、「シマジマビジュ

アル版」（平成２５年度）を起点に、「戦争証言集」（同２６年度）、「シマジマ本編」（同２７年度）、「移

民・出稼ぎ編」（同２８年度）、「民俗編」（同 29 年度）、「言語編」（令和１年度）、「人と自然編」（同３

年度）、「写真集」（同 4 年度）を発刊し、最終年度となる令和６年度は「大宜味村史　資料編」に続き「大

宜味村史　通史」発刊の運びとなりました。

これまでの道のりは決して順風満帆ではなく、さまざまな紆余曲折、停滞の時期を経て、当初の

１０年計画を３ヶ年延長し、令和６年度までの実質１３年をかけて終結を見ることができました。

ほぼ毎年の発刊予定を謳
うた

った新村史編さん計画を「絵に描いた餅」と評されたことは今でも忘れる

ことができませんが、「絵に描いた餅」を現実のものとするために、編纂委員、専門部会委員と事務局

は懸命に走り続け、多くの方々の叱咤激励に力をいただきながら、ここに、集大成となる「大宜味村

史　通史」を形にすることが叶い感無量の思いです。

その間、平成２２年に「準備室」が置かれた旧庁舎から、平成３０年に旧大宜味小学校、令和５年

には旧議会棟へと、二度の引越しを余儀なくされ、その度に膨大な書籍や資料、それらを納める多数

の本棚等と共に、気の遠くなるような引っ越し作業とその整理に時間を取られ、最終年となる本年は、

資料編、通史編の編纂作業を同時進行で行うという厳しい制約の中で、集大成となるこれらの編纂作

業に十分な時間がかけられなかったことは遺憾ながら、「今できることを精一杯全うする」という姿勢

で粛々と取り組んで参りました。

本書は、基本的に昭和５４年発刊の『大宜味村　通史編』を踏襲したうえ、本土復帰以降から現代

に至る大宜味村のあゆみを加筆し、可能な限り直近の事象まで取り上げるよう努めました。なお、既

刊部分においては、明らかな誤りを正しその後の研究で新たに報告された事項を盛り込むなどの改訂

を加えてあります。

何分、限られた期間で編まれ世に送り出されるため、誤りや不備もあろうかと存じますが、それら

の課題を後進に委ねることをお許しください。

村史編纂事業は、当初から “ 村民と共につくる村史 ” を標榜し、分野ごとに悉
しっかい

皆調査を行い、地域の

方々には何度も時間のかかる調査にご協力をいただきました。村民のお力添えなくして本事業を成し

遂げることは叶いませんでした。改めて感謝の意を表します。

最後に、事業の立ち上げから意欲的に取り組まれ、初代編纂委員長として適格な示唆をいただいた

故新城繁正氏に、衷心より感謝を捧げたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２５年（令和７年）3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　大宜味村史編纂委員会　編纂委員長　米　須　邦　雄
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第１章

自然の概況

田港御願の植物群落（国指定天然記念物）




